
北海道教育大学附属釧路義務教育学校の目指すもの

ー リーダーシップ・フォロワーシップと
地域リーダーの育成を中心として ー

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 大 月 さゆり



学級数 児童生徒数 職員数

前期課程 １２ ３００名 １８名

後期課程 ９ ２４９名 １８名

道東に根ざし９年一貫したリーダーシップ・フォロワーシップの育成

■学校の教育目標

個性と協働性を尊重し、たくましく生きる人間

北海道教育大学附属釧路義務教育学校

• 北海道教育大学附属釧路義務教育学校は，令和３年４月１日から施設分離型の義
務教育学校として新たな一歩を踏み出すことになりました。

• 今年度は、開校３年目です。準備期間も含めてここ３年間、コロナ禍での取組の
停滞がありましたが、リスタートします！



釧路地区附属小学校・中学校を義務教育学校にする４つの理由

1. 北海道の急激な過疎化とへき地・小規模校の学校経営課題
（1）北海道の広大な地理と逼迫した地方の急激な過疎化（特に道東）
（2）北海道東部の学校経営の課題と公立義務教育学校の増加の現状

2. 地域の教育委員会から大学・附属学校へ義務教育学校モデル開発の強い要請
（1）地元自治体・教育委員会から義務教育学校化に関する強い要望
（2）地方の地域リーダー減少に対応した附属義務教育学校へのカリキュラム開発の要望

3. 公立義務教育学校のモデル開発の限界と附属学校の公立学校に果たす責務
（1）全国的開発の現状と公立義務教育学校のモデル開発の限界
（2）附属学校の公立学校に果たす責務

4. 道東の附属義務教育学校に必要とされるカリキュラムモデル・学校経営モデル
①郷土愛・地域貢献カリキュラム
②小学校教科担任制等の小中一体型カリキュラム
③リーダーシップ・フォロワーシップ育成カリキュラム
④小中一体的な経営改革のマネジメント
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★教育理念の共有➱グランドデザイン
附属釧路義務教育学校が目指す教育

道東に根ざし９年一貫した
リーダーシップ・フォロワーシップの育成

地域の人やモノ、ことと主体的にかかわり、
自己と地域社会に自信と誇りをもつ

自己の強みを影響力として発揮し、状況に
応じて他者を支え協働する

自ら学ぶ力と社会に参画する態度を身に付
ける

目
指
す
児
童
・

生
徒
の
姿

新
た
な
学
校
文
化

の
創
造
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◆どの子にもある「強み」を発揮できるように

義務教育学校化を進めてきた共通の理念
９年一貫したリーダーシップ・フォロワーシップの育成

義
務
教
育
学
校
に
向
け
て



◆一人一人の「強み」が発揮される学び方は？場面は？教師の関わ
り方は・・・？

リーダーシップ・フォロワーシップの育成
本校の学校作りの大きな柱へ

義
務
教
育
学
校
に
向
け
て



学
校
の
教
育
目
標
の
実
現
の
た
め
に

本校の「リーダーシップ・フォロワーシップの育成」と
「カリキュラム・マネジメント」

目指す児童・
生徒像の共有

どうしたら実現
できるだろうか

１ 教科研究の軸から

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ

２ 地域学

これまでの教科研究
を土台として

３ 特別活動・行事

連携企画
特別活動

４ 児童生徒理解

課題



特別
活動

総合的
な学習

生徒
指導

各教科

教科横断的
年間プログラム

社会情動的スキル・自己理解・倫理性

リテラシー コミュニケーション力

問題解決力・社会的協働性

地域参画
力・市民性

育成する資質・能力
授業力向上セミナー・

授業研究

教
科
研
究

リーダーシップ・フォロワーシップの柱となる資質・能力

教科研究

9年間を見通し各教科で共通の視点を明確化し、仮説検証型の
研究スタイルから事実解釈型の研究スタイルに移行した。



◆発達段階に即したLs・Fsの発揮を支援

教
科
研
究

リーダーシップ・フォロワーシップの発揮
主体的・対話的で深い学び 学習評価に生かされていく見取り



義務教育学校 各教科９年間の学びを繋ぐ 系統表

教
科
研
究



教
科
研
究

リーダーシップ・フォロワーシップを発揮の見取りを踏まえた
教科指導

自分の考え、互いの考えを尊重しつつ、強
みを生かしながら協働的に課題の解決へ向
かうシェアドリーダーシップの発揮



教
職
員
の
ブ
レ
ス
ト
か
ら
生
ま
れ
る

連
携
企
画
（
特
別
活
動
編
）

運動ふれあい週間に、
後期課程の子達に協力してもらえたら、
みんな元気出るなあ・・
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相手を尊重し支える
サーバントリーダーシップの発揮



教
職
員
の
ブ
レ
ス
ト
か
ら
生
ま
れ
る

連
携
企
画
（
行
事
編
）

2017年の座談会 2021年の座談会

Ϲᶡ
Ỗѕ Ạ ╕

中１ギャップの解消のためにも、
子供たち同士で中学校生活について教え
たり、質問したりできたらいいな・・・
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教
職
員
の
ブ
レ
ス
ト
か
ら
生
ま
れ
る

連
携
企
画
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
編
）

８年生の総合的な学習の時間のフォーラムの時に、６年生と共
に「釧路の課題解決案」について考えると、8年生がより自分た
ちの学習を生かして、６年生を導きながらまとめ活動を行い、
学習の内容の理解がより深まるのではないだろうか。
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「
地
域
学
」
を
中
心
に
据
え
た

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
展
開

前田一歩財団

くしろ元町青年団

南大通り青年部

釧路市役所

教育大学

釧路市役所
釧路青年会議所
クスろ・FIELD NOTE
阿寒町・弟子屈町地域おこし隊
釧路地域で活動している方々
町内会

後期
課程

前期
課程



「
地
域
学
」
を
中
心
に
据
え
た

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
展
開

くしろマスタープラン～１５歳の提案～９年

調査

実証検証

実証検証座談会

体験調査

自分の興味関心に関わる分野から、調査・実証検証・
座談会を重ねくしろの街づくりに関わる提案をする。

街づくり企画

実証検証
座談会

シンポジウム
意見書の策定



「
地
域
学
」
を
中
心
に
据
え
た

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
展
開

地域を見つめ、自分の考えを発
信する学習「地域学」

Lfshipプログラム～自治活動を
通した学習から培う力～

４年生

３年生

５年生

６年生

７年生

８年生

９年生

附小のまわりの生き物たち

守ろう豊かな釧路の水源

阿寒の森守り隊

地域の宝を明日へ届けよう

くしろ再発見

くしろパワーアクション

くしろマスタープラン～１５歳の提案～



「
地
域
学
」
の
学
び
を
生
か
す

地
域
に
広
が
る
行
事
へ
の
挑
戦

地域に根ざすサンセットフェスづくり

地域の行事がない高齢化の地区における後期課程が中心
となったイベントづくり

課題の設定

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

地域環境清掃

サンセットフェス
開催

広報

SDGsイベントの
開催

前期課程

後期課程

地域



カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

PDSAのサイクル

カリキュラム・マネジメント
互いのよさを活かしたカリキュラム・授業づくり

育てたい
児童・生徒の姿

児童生徒理解

事実解釈型授業研究

リーダーシップ・フォロワーシップの
育成、各教科等で育てたい資質・能力

PDSAサイクル

リフレクション共有

主体的・
対話的で
深い学び

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と

「
協
働
的
な
学
び
」
の

一
体
的
な
充
実

Plan

DoStudy

Act ①Plan（計画）②Do（実施）

③Study（研究）④Act（改善）



ご静聴ありがとうございました

これからも日常の取組や教科研究、教職員研修の
受け入れなど積極的に発信し、皆様に貢献できる
よう頑張って参ります。
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